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大型船の波浪荷重に つ い て の 技術的課題

小川剛孝、戸澤秀、岡正 義、高木健

　　　　　　平成19年 11月

日本船舶海洋工 学会 講 演会論 文集 第5E 号

　近年の コ ン テ ナ 船等 の 大型 化 に 伴 い 、波浪荷重 と船体構

造 強 度に 関 し て 様 々 な 技術的問題 が顕在化す る。安全 な構

造 設 計 を実 現 す る 為 に は、こ れ らの 問 題 を 究 明 した 上 で 、
評 価 対 象の 推 定 精度向 上 が 求 め られ る 。 本 研 究 で は、特 に

波浪荷重 に 関す る 下記 の 問題 点 につ い て課 題 を整 理 した 。

　 ・非 線形 荷重 が 縦 強度に 及 ぼ す影 響 の 評 価

　 ・捩 り荷重が 全 体強度に 及 ぼ す影響 の 評価

　 ・船首船尾 に お ける ス ラ ミ ン グ の 評価

　
・ス プ リン ギ ン グ及び ホ イ ッ ピン グ の 評価

　
・ラ ッ シ ン グ荷重 の 評価

図　現行の 規則 と板厚との 関係

正 面 向波及び斜向波中にお けるパ ラメ トリッ ク横揺

　　　れ が貨物の 固縛に及ぼす影響につ い て
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　 向 波 中 で の パ ラ メ ト リ ッ ク 横揺れ で 問題 と なる コ ン テ

ナ の ラ ッ シ ン グ荷重 を検討す るた め に は、パ ラ メ トリッ ク

横揺れ 及び船体加 速度 の 推定 が重要 と な る。

　 こ こ で は、非線形 ス ト リッ プ法 を用 い て 上 下加 速度及び

水 平加 速 度を推 定 した 。
こ の 結果、パ ラ メ トリ ッ ク横揺れ

の 発 生 に よ り水 平加 速度 が増加 す る だ け で な く、船 側 部 で

は 上 下加速度 も増加 す る等 、パ ラ メ ト リッ ク横揺れ が 船 体

加速度 に 及 ぼす 影響 は 無視 で き ない こ とが 分 か っ た。
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図　船側部 の 上 下加速度 の 周波数応答関数

放 射線誘起 表面活性 （RISA ）を用 い た船舶 ・海洋

　構造物 の 耐食材防食技術に関す る基礎研究 皿

　　
・RISAによるすきま腐食抑制 メ カ ニ ズ ム
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　本 報 で は 、まずTiO2以 外 の 酸 化金 属皮 膜試 験片を用 い た

防食実験を行 い 、RISA （放射性 誘 起 表 面 活 性 ）に よ る 耐食

材 の 腐食抑制効 果 に 及 ぼ す酸化 皮膜 の 影響 に つ い て 検討

した。ま たRISA に よ るす きま 腐 食抑制 効果の メ カ ニ ズ ム の

確 認 す る こ とを 目的 と して、す き ま腐食 実 験に 用 い た溶 液

中の 酸素及 び 鉄 イ オ ン 濃度の 測 定 を行 っ た 。　 ま たRISA

に よ るすき ま腐食 の 抑制効果 を、船舶
・
海洋構造物 の 防食

に応 用 す る こ とを 目的 と し、実 海 水 環 境 下 に お け る 防食 試

験を行っ た。
　その 結果、酸化チ タン 以外 に もア ル ミナ 溶射被膜や オ

ー

ス テ ナ イ ト系 ス テ ン レ ス 鋼 の プ ラ ズ マ 表面酸化 に よ る 不

動態皮膜な どの 酸化 被膜 を有す る試験 片 で も 、RISA に よ る

すきま 腐食抑制効果 を得 た。ま た 測定され た すき ま腐食実

験溶液中の 酸素及 び鉄 イ オ ン 濃度 か ら、著者 らが 提唱 し た

RISA に よ るす き ま腐食抑 制 効果 の メカ ニ ズ ム （ア ノ
ード防

食）が 妥当で あ る と結論 した 。さ ら に 、実海水 中 に お い て

も不 動 態 皮膜 の 破壊 と再 生 を繰 り返 し な が ら電位 を維持

して い る こ とか ら、海 洋 環 境 下 にお い て もRISA に よる す き

ま腐食抑制効果を充分 に得 られ る こ とを確認 した。

　 空気潤滑法 による摩 擦低減 に及 ぼす

　　　　　物体表面曲率の 影響
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　直径75c皿 の 円形断 面 をもつ 大型 キ ャ ビ テ
ー

シ ョ ン 水槽

試 験 部 の
一部 に 平 坦 部 を形 成 し、壁 面 か ら気 泡 を 吹 き 出 し、

そ の 下流 が 平板 の 場 合 と半 翼 型 断 面 （長 さ約 1．3m の NACAOO

10）の 場合 につ い て、気泡の 挙動、摩擦低減効果、局所 ボ

イ ド率分布を、流速6mfsか ら 13．5m／s まで の 範囲で 調べ た。

　平板 の 場合 には、吹 き 出 し部の 直 ぐ下流で 摩擦低減効果

が 最大 とな り、下流 に行 くに従 っ て 低減効果が 減少 した が、
半 翼 型断 面 の 場 合 には、摩擦低減効果 が 下 流位置 に よ っ て

顕著 に 変化 した り、ま た 、翼型後 半 部で は、吹き出 し空気

量 の 僅か な増加 に よ っ て 摩擦低減量が 顕著 に 増大す る 現

象な どが観測された。
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